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要　旨

本論では，主に群馬県みどり市大間々町に分布する足
尾帯ジュラ紀付加体大間々コンプレックスから得られた
放散虫化石及び有孔虫の産出を報告する．チャートから
はグアダルピアン世～ローピンジアン世（中期～後期ペ
ルム紀）・中期～後期三畳紀・ジュラ紀の放散虫が，珪
質泥岩からは前期及び中期ジュラ紀の放散虫が産出した．
また，石灰岩からはシスウラリアン世～グアダルピアン
世（前期～中期ペルム紀）のフズリナと小型有孔虫が産出
した．

１．はじめに

関東北部，群馬県北東部から栃木県南西部には足尾山地
がそびえる．足尾山地には，足尾帯に属するジュラ紀付
加体及び白亜紀～古第三紀花崗岩類が分布する（第1図）．
Kamata （1996）は，足尾山地の足尾帯ジュラ紀付加体を
黒
くろ

保
ほ ね

根–桐
きりゅう

生コンプレックス，大
おお

間
ま ま

々コンプレックス，
葛
く ず う

生コンプレックスの3つのコンプレックスに区分した．
このうち，葛生コンプレックスについてはフズリナや放
散虫など豊富な化石産出報告が蓄積されており，化石に
基づく年代決定や古生物学的検討が行われている（矢部，
1899；Hanzawa, 1942；Morikawa and Horiguchi, 1956；
Morikawa and Takaoka， 1961；Igo， 1964；Igo and Igo， 
1977；指田ほか，1982；荒川，1986， 1997， 1998；鎌田，

1995，1997a， b，2000；Kamata， 1996， 1999；五十川ほか，
1998； 大 高 ほ か，1998；Suzuki et al., 2002；Kobayashi， 
2006a， b；Tazawa et al., 2016；Muto et al., 2018，2021）．
これに対し，黒保根–桐生コンプレックスや大間々コン
プレックスからの放散虫化石の産出報告は限定的である

（林ほか，1990；Kamata， 1996；高柳ほか，2001；元木・
指田，2004）．特に大間々コンプレックスからの産出報
告は少なく，放散虫化石の報告で写真が示された例はさ
らに限られる．

著者の1人である鈴木は，1991年から1993年にかけて
卒業研究として大間々コンプレックスの主要分布域であ
るみどり市大間々町の周辺地域を調査し，放散虫やフズ
リナなどの化石を発見した．これらは大間々コンプレッ
クスや足尾帯ジュラ紀付加体の地質を検討する上で重要
な基礎情報である．最近伊藤が5万分の1地質図幅「桐生
及足利」作製のため本地域の地質調査を行っていること
を踏まえ，伊藤がペルム紀放散虫の，鈴木が中生代放散
虫の，指田がフズリナ類と小型有孔虫の同定をあらため
たうえ，ここに報告する．

２．地質概要

本論で対象とする大間々コンプレックスは，群馬県
桐生市からみどり市にかけて露出しており，玄武岩類・
チャート・泥岩を主体として少量の炭酸塩岩類・珪質泥
岩・砂岩・珪質粘土岩・泥質混在岩を伴う．放散虫やコ
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Abstract: Radiolarian and foraminiferal occurrences from the Omama Complex of Jurassic accretionary 
complexes of the Ashio belt, which distributed mainly in Omama-machi, Midori City, Gunma Prefecture, 
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ノドントなどの化石がわずかに報告されており，チャー
トはペルム紀からジュラ紀の，泥質岩は中期ジュラ紀の
年代を示す（例えば，Kamata， 1996）．炭酸塩岩類からは，
フズリナ・腕足類・サンゴ・三葉虫・脊椎動物・ヘリコ
プリオン類が報告されており，ペルム系とされている（例
えば，Yabe， 1903；林・長谷川，1981；大間々町誌編さ
ん室，1996；Igo et al., 2000；Tazawa et al., 2012）．

調査地域は，群馬県みどり市大間々町小
おだいら

平と桐生市黒
保根町八木原及び桐生市河内町である．本論で報告する
化石の産出地点を第2図に示す．チャートは黒色・灰色・
暗灰色・赤色を呈し，珪質層と泥質薄層との細互層によ
り成層する．珪質泥岩は主に暗灰色で，塊状あるいは非
常に弱く成層する．鏡下で多くの放散虫化石が観察され
る珪質泥岩もある．

炭酸塩岩類は，灰白色～灰色を示す石灰岩が多くみら
れる．石灰岩は塊状（第3図A）あるいは単層の厚さが5
～ 30 cm程度で層状をなす（第3図B）．また石灰岩は主に
生砕屑性で，粒子としてはペロイドが多く，フズリナや

ウミユリも含まれる．Dunham（1962）による堆積組織の
分類に基づくと，粒子支持で泥質部を含むパックストー
ン（第3図C –E）や，同じく粒子支持で泥質部を欠くグレ
インストーン（第3図F）がみられる．また，再結晶石灰
岩（第3図G）やドロストーンも観察される（第3図H）．

3. 産出した化石と年代

3. 1　ペルム紀放散虫
計7個のチャート試料からペルム紀放散虫化石が得ら

れた（第1表）．代表的な放散虫の走査電子顕微鏡（SEM）
画像を第4図に示す．

1試料（試料#166）からはFollicucullus sp.が産出した．
Follicucullus属は中期ペルム紀に現れ（例えば，Wang and 
Yang， 2011），下部三畳系からもわずかに報告例がある

（例えば，Sugiyama， 1997）．Follicucullus属が特に多産す
るのはグアダルピアン統キャピタニアン階～ローピンジ
アン統ウーチャーピンジアン階（中部～上部ペルム系）で
あり（例えば，Zhang et al., 2014），試料#166の年代はこ

第1図  足尾山地の簡略化地質図（須藤ほか，1991及びGeological Survey of Japan， AIST， 2018に基づく）．
鍵括弧内の地名は，国土地理院発行の5万分の1地形図の地名を示す．

Fig. 1  Simplified geologic maps of the Ashio Mountains (modified after from Sudo et al., 1991; Geological Survey 
of Japan, AIST, 2018). Geographical names in brackets indicate 1:50,000 topographic maps published by 
Geospatial Information Authority of Japan.
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の間の可能性が高い．
2試料（#218，#384）からはParafollicucullus? sp.が産出し
ている．Parafollicucullus属は上部石炭系～ペルム系から
産出するため（例えば，Aitchison et al., 2017），これらの
試料の年代は少なくとも後期石炭紀～ペルム紀と推定さ
れる．また，試料#218に含まれるPseudoalbaillella? sp.の
いくつかの標本（第4図3，4）は，短いpseudoabdomenを
持つなどの点でPseudoalbaillella scalprata Holdsworth and 
Jonesに類似する．Xiao et al. （2018）の示したUA帯での
Pseudoalbaillella scalprataの産出区間は最大でUA3 –UA10
（シスウラリアン統アッセリアン階～グアダルピアン統
キャピタニアン階）であり，これらの2試料の年代はアッ
セリアン期～キャピタニアン期の可能性がある．

3試料（#221， #226， #296）からLatentifistula texana Nazarov 
and Ormistonが得られた．この種は下部ペルム系で記載さ

れた（Nazarov and Ormiston， 1985）．形状が類似した種の
存在などにより見掛け上の産出区間が長いため詳細な年
代は不明であるが（例えば，Xiao et al., 2018），この2試
料は前期ペルム紀の年代を示す可能性がある．また，試
料#225からはLatentifistula? sp.が産出する．Latentifistula
属やその類似属は石炭系～ペルム系から産出する（例え
ば，Aitchison et al., 2017）．そのため，この試料の年代は
少なくとも石炭紀～ペルム紀と考えられる．

3. 2　三畳紀放散虫
チャート7試料から三畳紀放散虫が産出した（第1表）．

代表的な放散虫のSEM画像を第5図に示す．
2試料（#234，#311）は，Muellertortis? sp.を含む．これら

はねじれた太いspineを持つ点からM. cochleata （Nakaseko 
and Nishimura）に類似しており，破損した同種の可能性

第2図  本研究で報告した化石の産出地点．基図については，国土地理院長の承認を得て，同院発行の2万5千分の1地形図を使
用した（承認番号：R2JHs 66-GISMAP44702号）．地形図は北海道地図株式会社GISMAP50000R+「桐生及足利」による．

Fig. 2  Fossil occurrence localities reported in this study. Base from the Geospatial Information Authority of Japan with its approval (Approval 
number: R2JHs 66-GISMAP44702). This map uses GISMAP50000R+ “Kiryu and Ashikaga” by Hokkaido-Chizu Co. Ltd.
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第3図  大間々コンプレックスの炭酸塩岩の露頭・薄片写真．（A）塊状石灰岩．（B）層状石灰岩．（C）ペロイダル生
物砕屑性グレインストーン．（D）生物砕屑性グレインストーン．（E）ペロイダル生物砕屑性グレインストーン．

（F）ウミユリパックストーン．（G）再結晶石灰岩．（H）ドロストーン．C–G：クロスニコル；H：オープンニコル．
試料番号：C：#303；D：#307；E：#324；F：#188；G：#311；H：#219．

Fig. 3  Photographs of outcrop and thin section of carbonate rocks of the Omama Complex. (A) Massive limestone. (B) 
Bedded limestone. (C) Peloidal bioclastic grainstone. (D) Bioclastic grainstone. (E) Peloidal bioclastic grainstone. (F) 
Crinoidal packstone. (G) Recrystallized limestone. (H) Dolostone. C–G: Crossed polar; H: Open polar. Sample number: 
C: sample #303; D: #307; E: #324; F: #188; G: #311; H: #219. 
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がある．Sugiyama （1997）によると，M. cochleataの産出
区間はTR4（中部三畳系中部ラディニアン階～上部三畳
系カーニアン階最下部）に限られており，2試料（#234，
#311）の年代は中期ラディニアン期～カーニアン期最前
期である可能性がある．

2試 料（#204，#257）か ら は，Triassocampe sp. cf. T. 
coronata Braginなどが得られた．Sugiyama （1997）による
と，T. coronataの産出区間はTR2B –TR3A（中部三畳系ア
ニシアン階）に限られる．したがって，これらの試料の
年代はアニシアン期と考えられる．また，試料#257から
は，少量のコノドント片が認められた．

1試料（#207）はPseudostylosphaera sp.を含む．O'Dogherty  
et al. （2009）によると，Pseudostylosphaera属の産出区間
は下部三畳系オレネキアン階～上部三畳系カーニアン階
の下部である．したがって，この試料はオレネキアン期
～前期カーニアン期のいずれかの年代を示す．

1試料（#273）からはSpongoxystris koppi （Lahm）が得ら
れた．この種は，中部三畳系アニシアン階～ラディニア
ン階からの産出が知られる（例えば，Sashida et al., 1999；
Tekin and Mostler， 2005）．よって，この試料の年代はア
ニシアン期～ラディニアン期である．

1試 料（#269）はRuesticyrtiidae gen. et sp. indet.を 含 む．
また，少量のコノドント片が認められた．O'Dogherty et 
al. （2009）によると，Ruesticyrtiidae科の産出区間は中部
三畳系アニシアン階～上部三畳系ノーリアン階であり，
この試料の年代もこの間であると考えられる． 

3. 3　ジュラ紀放散虫
計3試料からジュラ紀放散虫が得られた（第1表）．1試

料はチャートであり，2試料は珪質泥岩である．代表的
な放散虫のSEM画像を第6図に示す．

チ ャ ー ト 試 料（#271）か ら は，Protunuma sp. cf. P. 
fusiformis Ichikawa and Yaoなどが得られた．Protunuma 
fusiformisは，Striatojaponocapsa plicarum帯（中部ジュラ
系バッジョシアン階～下部バトニアン階，Matsuoka and 
Ito， 2019） の特徴種であるStriatojaponocapsa plicarum 

（Yao）と共産する（例えば，松岡，1985）．これに基づくと，
この試料は，バッジョシアン期～バトニアン期の間の年
代であると考えられる．

珪質泥岩1試料（#206）からは，Archaeodictyomitra sp. 
cf. A. exiguum Blome及びA. sp. cf. A. rigida Pessagnoが産
出している．Archaeodictyomitra exiguumは，北米では
中部ジュラ系カロビアン階から産出する（Blome， 1984）．
ま た， 福 井 県 の 南 条 山 地 で はA. sp. aff. A. exiguumと
Striatojaponocapsa plicarumとの共産が報告されている（服
部，1987）．したがって，この試料の年代は中期ジュラ
紀バッジョシアン期～カロビアン期であると考えられる．

珪質泥岩試料の1つ（#154）からは，Eucyrtidiellum sp. 
aff. E. omanojaponicum Dumitrica, Goričan and Horiが 産
出 す る．Eucyrtidiellum omanojaponicumは，Hori （1990， 
1997）のEucyrtidiellum? sp. Cであり，Goričan et al. （2006） 
によって記載された．Hori （1990， 1997）によると，その
産出はParahsuum simplum帯の上部（Eucyrtidiellum? sp. C 

Sample locality 154 164 166 204 206 207 218 221 225 226 234 257 269 271 273 296 311 384
Lithology SM Ch Ch Ch SM Ch Ch Ch Ch Ch Ch Ch Ch Ch Ch Ch Ch Ch
Follicucullus sp. +
Parafollicucullus ? sp. + +
Pseudoalbaillella ? sp. +
Latentifistula texana  Nazarov and Ormiston + + +
Latentifistula  sp. + + +
Latentifistula ? sp. + +
Latentibifistula ? sp. + +
Ruzhencevispongus ? sp. + +
Triassocampe  sp. cf. T. coronata  Bragin + +
Ruesticyrtiidae gen. et sp. indet. + + + +
Pseudostylosphaera japonica  (Nakaseko and Nishimura) group +
Pseudostylosphaera  sp. cf. P. fragilis  (Bragin) +
Pseudostylosphaera sp. + + +
Spherical Polycystinea +
Muellertortis ? sp. + +
Hindeosphaeridae gen. et sp. indet. +
Spongoxystris koppi  (Lahm) +
Archaeodictyomitra  sp. cf. A. exiguum  Blome +
Archaeodictyomitra  sp. cf. A. rigida  Pessagno +
Archaeodictyomitra  sp. + +
Pseudodictyomitrella ? sp. +
Protunuma  sp. cf. P. fusiformis  Ichikawa and Yao +
Eucyrtidiellum  sp. aff. E. omanojaponicum  Dumitrica, Goričan and Hori +
Eucyrtidiellum  sp. +
Bi-polar form of Spumellaria + +
conodont fragment + + +

第1表  大間々コンプレックスのチャート及び珪質泥岩から得られた放散虫及びコノドントの産出リスト．
SM：珪質泥岩；Ch：チャート．

Table 1  Occurrence list of radiolarians and conodonts obtained from chert and siliceous mudstone of the Omama 
Complex. SM: Siliceous mudstone; Ch: chert.
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group帯～ Trillus elkhornensis帯）に限られており，下部
ジュラ系のプリンスバッキアン階にほぼ対比される．大
間々コンプレックスの泥質岩からの化石産出記録は乏
しいが，珪質泥岩や泥岩からStriatojaponocapsa plicarum
の産出が報告されている（Kamata， 1996）．前述の通り，
この種は中部ジュラ系バッジョシアン階～下部バトニ
アン階のStriatojaponocapsa plicarum帯の特徴種である

（Matsuoka and Ito， 2019）．本研究におけるEucyrtidiellum 
sp. aff. E. omanojaponicumを含む珪質泥岩試料（#154）の年
代は前期ジュラ紀プリンスバッキアン期であり，大間々
コンプレックスの泥質岩としては最も古い時代を示す．

3. 4　ペルム紀有孔虫
10個の石灰岩試料から有孔虫が得られた（第2表）．代

表的な有孔虫の薄片写真を第7図に示す．このうちの7
試料（#179，#261，#298，#303，#306，#307，#324）から
はParafusulina sp.が産出する．Zhang and Wang （2018）に
よれば，Parafusulina属の産出区間はシスウラリアン統
アーティンスキアン階～グアダルピアン統キャピタニア
ン階である．従ってこれらの試料はアーティンスキアン
期～キャピタニアン期のいずれかの年代を示す．この中
の1試料（#298）はNeoschwagerina sp. aff. N. simplex tenuis 
Toriyama and Kanmeraを含む．Zhang and Wang （2018）に
よれば，Neoschwagerina simplexは南中国地塊ではロー

第4図  大間々コンプレックスのチャートから得られたペルム紀放散虫． 

Fig. 4  Permian radiolarians obtained from chert of the Omama Complex. 

  (1, 2) Follicucullus sp. (5, 10) Parafollicucullus? sp. (3, 4, 6–9) Pseudoalbaillella? sp. (11) Albaillellaria? gen. et sp. indet. (12) 
Entactinaria gen. et sp. indet. (13) Latentifistula texana Nazarov and Ormiston. (14) Latentifistula sp. (15, 18, 21) Latentibifistula? 
sp. (16, 17, 19) Latentifistula? sp. (20) Ruzhencevispongus? sp. Sample number: 1, 2: sample #166; 3, 5–9: #218; 4, 11, 12, 14, 15, 
19–21: #226; 10: #384; 13: #221; 16–18: #296. 
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第5図  大間々コンプレックスのチャートから得られた三畳紀放散虫及びコノドント． 

Fig. 5  Triassic radiolarians and conodonts obtained from chert of the Omama Complex. 

  (1, 5) Triassocampe sp. cf. T. coronata Bragin. (2–4, 6–13) Ruesticyrtiidae gen. et sp. indet. (14, 15) Pseudostylosphaera 
japonica (Nakaseko and Nishimura) group. (16, 18) Spherical Polycystinea. (17) Pseudostylosphaera sp. cf. P. fragilis (Bragin). 
(19) Hindeosphaeridae gen. et sp. indet. (20) Muelleritortis? sp. (21) Spongoxystris koppi (Lahm). (22) Conodont fragment. 
(23) Triassic-type conodont fragment. Sample number: 1–4, 18: sample #204; 5, 6, 22: #257; 7, 8, 14–17, 23: #269; 19: #234; 
9–13, 20: #311; 21: #273. 
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Sample locality #149 #179 #188 #261 #298 #303 #305 #306 #307 #324
Parafusulina  sp. + + + + + + +
Neoschwagerina  sp. aff. N. simplex tenuis  Toriyama and Kanmera +
Nankinella  sp. +
Climaccamina  sp. aff. C. yishanensis Lin +
Climaccamina  sp. +
Geinitzina  sp. + + +
Lasiodiscus  sp. +
Neodiscus  sp. +
Nodosinelloides ? sp. + + + + +
Gen. et sp. indet. +

第6図  大間々コンプレックスのチャート及び珪質泥岩から得られたジュラ紀放散虫． 

Fig. 6  Jurassic radiolarians obtained from chert and siliceous mudstone of the Omama Complex. 

  (1) Archaeodictyomitra sp. cf. A. exiguum Blome. (2, 6, 7) Multisegmented Nassellaria gen. et sp. indet. (3, 8–13) 
Archaeodictyomitra sp. (4) Pseudodictyomitrella? sp. (5) Archaeodictyomitra sp. cf. A. rigida Pessagno. (14) 
Protunuma sp. cf. P. fusiformis Ichikawa and Yao. (15) Unidentifiable Nassellaria. (16, 17) Eucyrtidiellum spp. 
(18) Eucyrtidiellum sp. aff. E. omanojaponicum Dumitrica, Goričan and Hori. (19) Bi-polar form of Spumellaria. 
Sample number: 1, 3–6: sample #206; 2, 18, 19: #154; 7–17: #271.

第2表  大間々コンプレックスの炭酸塩岩類から得られた有孔虫の産出リスト．
Table 2  Occurrence list of foraminifers obtained from carbonate rocks of the Omama Complex. 

ディアン階の，インドシナ地塊ではクングーリアン階最
上部～下部ローディアン階の化石帯の指標種である．試
料#298の年代に関しては，さらにクングーリアン期最後
期～ローディアン期の範囲に限定される可能性がある．

このほかの試料（#149，#188，#305）については年代決
定に有効な分類群が見つかっておらず，その年代は不明
である．

４．まとめ

1） 群馬県みどり市大間々町周辺に分布する足尾帯ジュラ
紀付加体の大間々コンプレックスから放散虫及び有孔
虫化石を発見した．

2） チャート7試料からペルム紀放散虫化石が，7試料か
ら三畳紀放散虫が，1試料からジュラ紀放散虫が得ら
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第7図  大間々コンプレックスの石灰岩から得られたペルム紀有孔虫． 

Fig. 7  Permian foraminifers obtained from limestone of the Omama Complex. 

  (1–9) Parafusulina sp. (10, 11) Neoschwagerina sp. aff. N. simplex tenuis Toriyama and Kanmera. (12, 13) Nankinella sp. (14–16) 
Nodosinelloides? sp. (17–19) Geinitzina sp. (20, 26, 27) Gen. et sp. indet. (21, 22) Climacammina sp. (23) Climacammina sp. aff. C. 
yishanensis Lin. (24) Neodiscus sp. (25) Lasiodiscus sp. Sample number: 1, 7: sample #307; 2, 5, 6, 10–13: #298; 3: #306; 4: #261; 8, 
14, 19: #324; 9, 17, 23: #179; 15, 22, 24: #306; 16, 18: #303; 20: #180; 21: #305; 25: #307; 26: #188; 27: #180. 
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れた．ジュラ紀の試料に関しては，中期ジュラ紀バッ
ジョシアン期～バトニアン期の年代であると考えられ
る．

3） 珪質泥岩2試料からジュラ紀放散虫が得られた．1試
料は中期ジュラ紀バッジョシアン期～カロビアン期で
あると考えられる．また，もう1つの試料の年代は前
期ジュラ紀プリンスバッキアン期と考えられ，これま
でに大間々コンプレックスから報告されている泥質岩
としては，最も古い年代を示す．

4） 石灰岩10試料から有孔虫が得られた．このうち7試料
はシスウラリアン世アーティンスキアン期～グアダル
ピアン世キャピタニアン期（前期～中期ペルム紀）のい
ずれかの年代を示す．

謝辞：本研究の一部は，1991 ～ 1993年に行われた第2
著者鈴木の卒業研究の結果に基づく．この卒業研究を進
めるにあたり，列挙できないほど多くの方々からご指導
いただいた．当時の東北大学理学部地学科地学第一の教
官をはじめとした皆様に厚くお礼申し上げます．また，
地質情報研究部門の原　英俊博士（担当編集者）及び内野
隆之博士（査読者）ならびに匿名査読者1名には原稿を査
読いただき，本論文の内容は大きく改善された．
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